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Library Information
図書館だより図書館だより

■ 上野図書館　☎ 21-6868
■ いがまち公民館図書室　☎ 45-9122
■ 島ヶ原公民館図書室（島ヶ原会館内）☎ 59-2291
■ 阿山公民館図書室（あやま文化センター内）☎ 43-0154
■ 大山田公民館図書室（大山田教育センター内）☎ 47-1175
■ 青山公民館図書室　☎ 52-1110

★新着図書紹介（上野図書館）

8月の読み聞かせ
開催日 会　場 時　間 催　物　　　　　＊は読み手　
 8 日（月） 島ヶ原公民館図書室 10：00 ～ 30 分程度 絵本の時間「ネェよんで」
10 日（水） 青山公民館図書室絵本のコーナー 10：30 ～ 30 分程度 大きな絵本の読み聞かせ会
13 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
16 日（火） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

17 日（水） 上野図書館 2階視聴覚室 10：30 ～ 30 分程度 えほんの森　＊おはなしボランティア「よもよも」

17 日（水） 上野図書館 2階視聴覚室 15：00 ～ 30 分程度 えほんの森　＊おはなしボランティア「よもよも」

21 日（日） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

27 日（土） 大山田公民館図書室えほんのへや 10：30 ～ 30 分程度 おはなしたいむ　＊おはなしボランティア「きらきら」

27 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
　★絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします

■児童書
『土の色って、どんな色？』

栗田　宏一／著
　土の色って、どんな色で
しょう。雪どけ水につかっ
た真っ白な土、ミカン畑の

赤 い 土、 火 山 の
近くの黒い土…
多彩な土の色の
鮮やかさに驚か
される写真絵本
です。

■一般書　
『あの医学都市伝説って

ホントなの？』
森田　豊／著

　「低血圧の人は寝起きが
悪い」、「甘いものは別腹」、

「短気な人はカルシウム不
足」など、世の中には体や
健康にまつわるさまざまな
うわさがあります。これら
が本当なのかどうかを検証
した本です。

■一般書　
『Beフラット』

中村　安希／著
　海外を飛び回るノンフィ
クション作家が、今度は永
田町に飛び込み、国会議員
18 人に取材した記録。自
身の生い立ちも交えなが
ら、著者の目に映った今
の日本の姿をつづってい
ます。

■児童書
『おてがみちょうだい』

新沢　としひこ／作
保手浜　孝／絵

　ウサギのピッチは、ヤギ
のゆうびん屋さんと一緒
に、森の仲間の家に手
紙を届けて回りまし
た。手紙を受け取って
大喜びのみんなです
が、ピッチへの手紙は
なくて…。
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